
社協だよりは、皆様からお寄せ頂いた社協会費・寄附金の一部を使って発行しています。
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NO.
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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作い!はい!

ふれあいネットワークふれあいネットワーク

─おたがいさまネット事業─
見守り会議で安否確認
─おたがいさまネット事業─
見守り会議で安否確認

上山
地区社協
（英田地域）

住宅地図で地域の現状を話し合う関係者（３ページに関連記事）
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いはい!

　

美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
（
山
本
壽
会
長
）
は
、

４
月
25
日
㈮
、
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
で
第
１
回
連

絡
会
議
を
開
催
し
、
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
会
長
会

議
な
ど
平
成
26
年
度
事
業
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
連
絡
会
は
、
市
内
地
区
社
協
活
動
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
地
区
社
協
の
代
表
者
が
集
い
、
相

互
の
情
報
交
換
や
、
地
区
社
協
運
営
に
関
す
る
研

修
及
び
調
査
等
を
行
う
場
と
し
て
、
下
記
事
業
計

画
に
よ
り
事
業
を
行
い
、「
地
域
住
民
の
参
加
と

支
え
合
い
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
会
の
会
議
で
は
、
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

事
業
の
取
り
組
み
や
地
区
社
協
広
報
紙
づ
く
り
に

議
論
が
集
中
し
、
見
守
り
会
議
の
持
ち
方
や
広
報

紙
作
成
支
援
事
業
助
成
金
の
充
実
、
全
地
区
社
協

で
広
報
紙
発
行
等
、
活
発
な
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

見
守
り
会
議
は
、
地
区
社
協
が
企
画
運
営
し
て

会
議
を
開
催
し
、
地
区
社
協
内
実
施
集
落
す
べ
て

が
可
能
な
限
り
一
同
に
行
い
、
市
社
協
が
出
席
し

て
住
宅
地
図
で
名
前
だ
し
作
業
等
を
行
う
こ
と
に

よ
る
見
守
り
会
議
を
実
施
。
事
業
申
請
は
５
月
末

ま
で
の
申
請
で
、
見
守
り
会
議
は
６
月
以
降
の
実

施
で
も
可
。
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
実
施

状
況
は
、
現
在
16
地
区
社
協
で
実
施
を
検
討
、
第

１
回
の
見
守
り
会
議
は
、
５
月
ま
で
に
５
地
区
社

協
で
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
報
紙

支
援
事
業
助
成
金
の
充
実
（
補
助
回
数
の
増
）
で

は
、
先
ず
広
報
紙
作
成
地
区
社
協
の
推
進
施
策
を

優
先
し
、
過
半
数
以
上
の
地
区
社
協
で
発
行
が
で

き
た
時
点
で
検
討
す
る
等
の
答
弁
が
事
務
局
よ
り

あ
り
ま
し
た
。

　

各
事
業
の
報
告
及
び
申
請
は
平
成
26
年
５
月
末

と
し
、
特
に
総
会
資
料
の
提
出
や
地
区
社
協
実
態

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
集
落
単
位
の
実
態
を

元
に
集
計
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
て
連
絡
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

事業計画

新
年
度
事
業
を
決
定
〈
美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
〉

│
│ 

更
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
を
め
ざ
し
て 

│
│

【

】
期　　日 事　　業 内　　　　容

平成26年４月25日
（作東長寿センター） 第１回 役員会 1 平成25年度事業報告について

2 平成26年度事業計画（案）について
平成26年６月17日　9:30～
（作東長寿センター） 第２回 役員会 1 平成25年度 福祉ネットワークづくり事業

・地区社協メニュー事業の実績報告について
2 平成25年度 社協会費・寄附金事業の実績報告について
3 平成26年度 社協会費のお願いについて
4 福祉フォーラムの開催について

平成26年６月17日　13:30～
（作東長寿センター）

第１回
地区社協会長会

平成26年７月下旬 平成26年度 福祉のまちづくりフォーラム in 美作
平成26年９月
（作東長寿センター） 第３回 役員会 1 視察研修について

2 おたがいさまネット事業進捗状況について
平成26年10月 視察研修 （未定）
平成27年１月下旬 研修会の開催 1 地区社協広報紙作成研修会
平成27年３月上旬
（作東長寿センター） 第４回 役員会 1 平成26年度 福祉ネットワークづくり事業

・地区社協メニュー事業について
2 おたがいさまネット事業について
3 平成26年度 事業報告について
4 平成27年度 事業計画（案）について

平成27年３月上旬
（作東長寿センター）

第２回
地区社協会長会

平成26年度事業を審議する連絡会役員
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お知らせお知らせ

　美作市社協主催による「2014夏のボランティア体験事業」を７月から８月末にかけて行い
ます。
　夏のボランティア体験事業は、ボランティアの活動体験を通じて、社会福祉活動についての
理解を深めると共に、様々な出会いの中から新しい発見や「ともに生きていく」視点について
考える機会を提供することを目的に開催しています。

対　　象：ボランティア活動に関心があり、自分の意志で参加を希望する中学生以上の方
活 動 先：福祉施設、病院、幼稚園、保育園、その他地域のボランティア活動
参 加 費：５００円
事前研修会・活動調整会議：７月12日㈯　13：30～ 15：30　作東バレンタインプラザ

詳しくは、社会福祉協議会各支所までお問い合わせください。

2014夏のボランティア体験事業について2014夏のボランティア体験事業について

　

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
は
地
区
社
協
が
運
営
主
体
と

な
っ
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
・
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど
日
常

的
に
見
守
り
が
必
要
な
人
の
お
宅
に
、
地
区
住
民
の
訪
問
員
さ

ん
が
月
に
１
回
以
上
定
期
的
に
訪
問
し
、
安
否
確
認
や
ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
、
市
社
協
が
地
区

社
協
と
協
働
し
て
地
域
住
民
の
助
け
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
の

支
援
を
し
ま
す
。

　

支
援
の
一
つ
で
あ
る
見
守
り
会
議
が
４
月
８
日
㈫
に
勝
田
東

地
区
社
協
で
、
４
月
11
日
㈮
に
田
殿
地
区
社
協
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
住
宅
地
図
を
見
な
が
ら
、
各
家
の
状
況
を
地
区
福
祉
関

係
者
ら
全
員
で
確
認
し
、
マ
ー
カ
ー
で
色
を
つ
け
な
が
ら
、
情

報
交
換
や
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
か
ら
は
、「
心
配
な
世
帯
が
あ
る
が
、
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
情
報
が
共
有
で
き
た
」「
皆

さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
見
守
り
が
で
き
る

の
で
安
心
で
き
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

地
域
で
見
守
り
の
し
く
み
づ
く
り

田殿地区社協の見守り会議 勝田東地区社協の見守り会議

　

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

事
業
の
実
施
予
定
地
区
社

協
は
左
記
の
通
り
で
す
。

○
勝　

田　
　

１
地
区

○
大　

原　
　

１
地
区

○
東
粟
倉　
　

１
地
区

○
美　

作　
　

３
地
区

○
作　

東　
　

５
地
区

○
英　

田　
　

５
地
区
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勝
田
支
所

いはい!

大
原
支
所

　

４
月
27
日
㈰
、
古
町
の
大
原
公
民
館

に
お
い
て
日
赤
大
原
分
区
協
賛
員
会

（
春
名
美
子
会
長
）
の
総
会
及
び
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
40
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
事
業
報

告
・
会
計
報
告
及
び
平
成
26
年
度
事
業

計
画
・
予
算
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

美
作
市
消
防
署
か
ら
「
火
災
予
防
に

つ
い
て
の
講
習
」
が
あ
り
、
消
火
器
の

実
演
指
導
や
、
家
庭
で
の
生
活
に
お
い

て
火
災
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
の
あ
る

箇
所
を
わ
か
り
や
す
い
映
像
を
も
と
に
学
習
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
赤
大
原
分
区
協
賛
員
会
で
は
、
年
２
回
の

研
修
会
を
通
じ
て
会
員
の
救
急
法
等
の
普
及
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
原
地
域
に
お
い

て
の
日
赤
社
費
募
集
と
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

か
か
る
募
金
活
動
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

アトラクションを披露する「みまさか優友の会」のみなさん

消火器を使った初期消火の実習をしました総会の様子

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
会
を
開
催

　

勝
田
地
域
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
会
「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
交
流
会
を
年
１

回
開
催
し
て
お
り
、
３
月
７
日
㈮
、
ホ
テ

ル
作
州
武
蔵
で
総
会
及
び
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
「
み
ま
さ
か
優

友
の
会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
鑑
賞
し
、
童
謡
な
ど
な
つ
か
し

い
歌
が
流
れ
る
と
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は

歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、「
普
段
な
か
な

か
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
人
と
も
会
っ
て

お
話
し
で
き
る
の
が
楽
し
み
」
と
話
さ
れ
、

交
流
の
深
ま
っ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ひ
ま
わ
り
会
」
は
平
成
26
年
度
よ
り

勝
田
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援
を
受

け
、
今
後
も
交
流
会
を
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。

備
え
よ
う
！
火
災
対
策

日
赤
大
原
分
区
協
賛
員
会
で
総
会
及
び
研
修
会
の
開
催
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い!はい!

東
粟
倉
支
所

　

東
粟
倉
地
区
社
協
（
鳥
元
均
会
長
）
は
、
３
月
24
日
㈪
に
福
祉
会
議

を
開
催
し
、
地
域
の
福
祉
課
題
と
し
て
協
議
し
て
き
た
「
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
問
題
」
を
解
決
す
る
活
動
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
問
題
は
、
全
市
的
な
問
題
・
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
東
粟
倉
地
域
に
お
い
て
も
、
ゴ
ミ
の
分
別
方

法
が
わ
か
ら
な
い
、
粗
大
ゴ
ミ
の
処
分
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
が
多
い

等
の
意
見
が
各
大
字
の
福
祉
委
員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
会
議
の

中
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
整
理
し
て
い
く
と
、
ゴ
ミ
出
し
以
前
の
問
題

と
し
て
、
可
燃
ゴ
ミ
以
外
の
ビ
ン
・
カ
ン
・
資
源
ゴ
ミ
・
古
紙
の
回
収

日
が
わ
か
っ
て
い
な
い
高
齢
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

協
議
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
あ
る
福
祉
委
員
か
ら
、
美
作
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
く
ら
し
の
情
報
」
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
地
区
の

ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
自
宅
で
拡
大
コ
ピ
ー
し
て
使
っ
て
い
る
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
地

区
社
協
で
同
様
の
方
法
で
毎
月
の
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
配
布
す
れ
ば
問
題
解

決
に
つ
な
が
る
と
の
意
見
に
満
場
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

地
区
社
協
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
ゴ
ミ
出
し
カ

レ
ン
ダ
ー
の
配
布
を
平
成
26
年
度
の
事
業
と
し
て
計
画
し
、

い
ま
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
役
員
や
福
祉
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
福
祉
会

議
を
通
し
て
、
普
段
の
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
知
恵
や
工

夫
が
、
地
域
全
体
で
取
り
組
め
る
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と

を
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

配布予定のゴミ出しカレンダー

東
粟
倉
地
区
社
協
で

　

ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

　このほど市社協では、市内の篤志家から電動シニアカー１台の
寄付を受けました。シニアカーの利用を希望される方は下記まで
必要事項をご記入の上、ご連絡ください。
　なお、応募者多数の場合は抽選となりますのでご了承ください。

●利用を希望される方の条件
　１．美作市在住の方
　２．歩行に不安のある方
　３．引き取りに来られる方
※シニアカーの作動は確認しておりますが、部品等のメンテナンスに
関することは、市社協では責任を負いかねますのでご注意ください。

●申し込み期限　平成26年６月20日㈮ 必着
●申し込みの方法
住所・氏名・電話番号及び「電動シニアカー利用希望」とご記入の上、
「FAX」72-3969または「はがき」でご応募ください。
〈送付先〉〒707-0014　美作市北山401
　　　　美作市社会福祉協議会美作支所宛て

電動シニアカーをお譲りします。電動シニアカーをお譲りします。
ゴミ出しカレンダーを囲んで、意見を出し合う

東粟倉地域　ゴミ出しカレンダー
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http://lifemomo.jp

会員募集

フリーダイヤル（0120）328-987
●
訪
問
理
容
美
容

●
訪
問
先
特
養
老
人
ホ
ー
ム
障

害
者
施
設
・
病
院
施
設
・
等

●
寝
た
き
り
老
人
・
外
出
困
難

な
障
害
者
・
老
人
対
象
に
ご

自
宅
に
訪
問
致
し
ま
す
。

●
施
設
２
０
０
０
円
個
人
（
地

域
に
よ
り
交
通
費
別
）

NPO法人
シルバーライフサポートもも

北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店

お酒のことならお酒のことならまさやまさや

美作市位田239-1 ☎72-2616

　美作市社会福祉協議会は、子育て用品と車椅子の貸出（有料）事業を始めています。子育て用品は、チャイ
ルドシート、ベビーカー、ベビーベッドの貸出を行っています。詳しくは、最寄りの社協各支所にお問い合
わせください。なお、土・日・祝日の休日に使用するときは、平日に福祉用具貸与申請書を提出してください。

お知らせお知らせ

【利用できる方】
車　椅　子　美作市内に居住されている方で、在宅障がい者及び在宅で療養されている方
　　　　　　介護保険給付による用具の利用ができる方は対象になりませんが、貸与期間が4日以内で
　　　　　　あればご利用いただけます。（無料）

子育て用品　美作市内に在住されている子育て中の方

【利用料と貸出期間】
　　　　品　　　　　名
車椅子
チャイルドシート（0～4歳）
ベビーカー（1ヶ月～3歳）
ベビーベッド（新生児～24ヶ月）

利用料（月額）
500円　
1,000円　
1,000円　
1,000円　

貸出期間
1ヶ月以内
1ヶ月以内
1ヶ月以内
1ヶ月以内

備　　考
貸与期間4日以内は無料
貸与期間4日以内は無料
貸与期間4日以内は無料
貸与期間4日以内は無料

子育て用品・車椅子の貸出について子育て用品・車椅子の貸出について

黒霧島黒霧島
芋焼酎 25度芋焼酎 25度

●1,800㎖パック
税込
価格1,450円
●1,800㎖パック
税込
価格1,450円

●1,800㎖瓶
税込
価格1,490円
●1,800㎖瓶

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

プラン
保険金の種類 Aプラン Bプラン

ケ
ガ
の
補
償

死亡保険金 1,200万円 1,800万円

後遺障害保険金 1,200万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

入院保険金日額 6,500円 10,000円
手術
保険金

入院中の手術 65,000円 100,000円
外来の手術 32,500円 50,000円

通院保険金日額 4,000円 6,000円
の
補
償

賠
償
責
任

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

5億円
（限度額）

5億円
（限度額）

補償金額（保険金額）
●後遺障害もフルカバー
　なので安心です!!

プラン
タイプ Aプラン Bプラン
基本タイプ 300円 450円
天災タイプ＊

（基本タイプ+地震・噴火・津波）
460円 690円

年間保険料
保険金をお支払いする主な例
●清掃ボランティア活動中、転んでケガをした。（ケガの補償）
●活動に向かう途中、交通事故にあった。（ケガの補償）
●活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒になった。（ケガ
の補償）
●家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って花びんを落としてこ
わした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って他人にケガをさ
せた。（賠償責任の補償）

＊天災タイプでは、天災（地震・噴火・津波）に起因する被保険者
自身のケガを補償しますが、賠償責任の補償については、天
災に起因する場合は対象になりません。

● お申し込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ ●
社会福祉法人
全国社会福祉協議会

〈引受幹事保険会社〉 日本興亜損害保険株式会社
TEL：03（3593）6245

団体契約者
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3丁目3番2号 新霞が関ビル17F
TEL:03（3581）4667　FAX:03（3581）4763
受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます）

この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約です。

株式会社 福祉保険サービス取扱代理店

平成26年度 ボランティア活動保険 全国200万人加入!!

税込
価格1,490円
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英田交通株式会社
滝川交通有限会社
津山交通株式会社
共同配車システム

英 田 交 通 英田
交通植月タクシー営

い いはたち☎72-1120(0868)
☎38-6111(0868)

㈱森川テック
２台の大型５面加工機の導入、製缶工場の
併設により、製缶から機械加工までの一貫
生産が可能となりました。ステンレス製の
大型真空チャンバの製作実績があります。

岡山県美作市三保原773-1
TEL（0868）74-2727   FAX（0868）74-3638
E-mail : morikawateck@dream.ocn.ne.jp

　手話奉仕員（手話のできるボランティア）の第一歩となるこの入門課程では、あいさつや自己紹介など
手話の基礎の基礎から学べる初心者向けの講座を行います。修了後はサークル活動等を行いながら、平
成27年度に開催予定の基礎課程を受講していただきます。聴覚障がい者の社会参加の支援者となる手
話奉仕員となって活躍してくださる方のご参加をお待ちしております。

【日　　程】 平成26年7月2日（水）～12月3日（水）
 毎週水曜日19時～21時（計22回）　※8月13日は休講します。

【場　　所】 美作市社会福祉協議会本所2階大会議室（作東長寿センター）　美作市江見280番地

【参 加 料】 3,500円（テキスト代を含む）　※テキストは27年度の基礎課程でも使えます。

【対 象 者】 美作市、勝央町、奈義町、西粟倉村にお住まいの方または同地域において手話奉仕員
 として活動できる方

【定　　員】 ３０名　 ※申込者が３人以下の場合は講座の実施はありません。

【申込締切】 平成26年６月１８日（水）まで
 電話等で美作市社協までお申し込みください。（氏名、住所、電話番号）

【主　　催】 社会福祉法人　美作市社会福祉協議会

【協　　力】 岡山県聴覚障害者福祉協会美作支部

【問合せ先】 美作市社会福祉協議会　地域福祉課（担当：松本）
 電話：0868-75-2622　ＦＡＸ：0868-75-7081

手話奉仕員
養成講座／入門課程

受講生
募集!

平成26年４月20日発行の「社協だより70号」に以下の誤りがありましたので、訂正しお詫び申し上げます。
３ページ　平成26年度一般会計資金収支予算書　予算額（a）欄の経常活動資金収支差額
〔誤〕８，７４８　→　〔正〕 △４，５５３

（訂正とお詫び）
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一
般
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

長
谷
内　
　

絹
田　

幸
子　

様

（
亡　

か
ず
子
）

豊
国
原　
　

加
藤　

一
樹　

様

（
亡　

加　

一
）

楢
原
上　
　

内
海　
　

瞭　

様

（
亡　

カ　

メ
）

平　

福　
　

竹
内　

美
子　

様

（
亡　

英　

雄
）

湯　

郷　
　

服
部　

眞
理　

様

（
亡　

則　

行
）

湯　

郷　
　

道
上　

克
子　

様

（
亡　

政　

男
）

粟
井
中　
　

安
東　

寿
夫　

様

（
亡　

祐　

子
）

五　

名　
　

横
山　

正
博　

様

（
亡　

昌　

子
）

川　

北　
　

宿
野　

義
和　

様

（
亡　

倫　

子
）

田　

原　
　

岩
本　

昌
則　

様

（
亡　

桂　

子
）

白　

水　
　

大
寺
美
恵
子　

様

（
亡　

正　

士
）

尾　

谷　
　

下
山　

秀
彦　

様

（
亡　

英　

樹
）

　

北　
　
　

戸
田　

秀
之　

様

（
亡　

富　

子
）

横　

尾　
　

圓
見　

哲
也　

様

（
亡　

喜
久
恵
）

上　

山　
　

髙
坂　

信
男　

様

（
亡　

勉　

）

勝
央
町　
　

青
山　

義
昭　

様

（
亡　

志
げ
代
）

津
山
市　
　

谷
口　

輝
勝　

様

（
亡　

つ

）

岡
山
市　
　

綱
澤　

克
美　

様

（
亡　

初　

子
）

兵
庫
県
加
古
郡　

景
山　

弘
之　

様

（
亡　

美
作
子
）

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

　

朝
の
食
卓
か
ら
窓
越
し
に
見
え

る
西
条
柿
枝
葉
の
緑
が
、
日
々
表

情
を
変
え
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る

の
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
で
あ
る
。

高
さ
が
10
ｍ
以
上
と
な
っ
た
こ
の

大
木
は
、
祖
母
が
嫁
い
だ
頃
と
全

く
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
か
ら

２
０
０
年
以
上
の
老
木
で
あ
る
が
、

四
季
を
通
じ
て
そ
の
変
化
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
。

　

第
１
回
地
域
社
協
連
絡
会
が
開

催
さ
れ
、
定
期
的
な
見
守
り
活
動

や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
解
決

へ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
地
区
社
協

が
運
営
主
体
と
な
り
、
集
落
で
構

築
し
よ
う
と
今
年
度
か
ら
取
り
組

ま
れ
る
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

事
業
」
に
つ
い
て
も
論
議
が
交
わ

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
31
地
区
社
協

の
内
16
地
区
社
協
で
こ
の
事
業
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
も
確
認
し
、

既
に
５
つ
の
地
区
社
協
で
見
守
り

会
議
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

個
の
支
援
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を

経
験
す
る
市
社
協
・
地
区
社
協
は
、

新
た
な
気
持
ち
で
こ
の
事
業
に
臨

み
た
い
。

編
集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0113　美作市真加部１６１６
TEL（0868）７５－３６０１　FAX（0868）７５－３６０２

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平
成
26
年
３
月
21
日
か
ら

平
成
26
年
４
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

英
田
地
域
の
上
山
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
（
橋
本
正
弘
会
長
）
は
、
４

月
30
日
㈬
、
午
後
７
時
か
ら
老
人
憩

の
家
で
、
区
長
等
地
区
福
祉
関
係
者

と
市
社
協
の
担
当
職
員
が
出
席
し
、

見
守
り
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

上
山
地
区
社
協
で
は
、
市
社
協
が

事
業
推
進
し
て
い
ま
す
、「
お
た
が

い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、

区
ご
と
に
関

係
者
が
住
宅

地
図
を
囲
み
、

高
齢
者
の
方

の
見
守
り
が

必
要
か
ど
う

か
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

︵
訂
正
と
お
詫
び
︶

　

平
成
26
年
４
月
20
日
発
行
「
社

協
だ
よ
り
70
号
」
に
以
下
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
「
多
額
の
ご
芳
志
」

香
典
返
し
の
１
段
21
行
目

〔
誤
〕
湯　

郷　

内
田　

純
夫　

様

　
　
（
亡　

琢　

雄
）

〔
正
〕
湯　

郷　

内
田　

純
夫　

様

　
　
（
亡　

益　

子
）




